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はじめに

●以下のプレゼンテーションは、2011年から2023年にかけて福島県で行われた25回のダイアログミー
ティングの要約である

●この革新的なアプローチの概要を示し、その記憶を保持することを目的としている。
●プレゼンテーションは、ダイアログミーティングと並行して行われ、ICRPが大きな関心を持って追跡し
た末続地区のco-expertise経験もまとめて取り扱っている。

●実際に、末続地区の経験は福島ダイアログに大きく触発され、原子力事故によって影響を受けた人々が
自らを守り、行動の自主性を取り戻すことを助けるために委員会が推奨するco-expertiseプロセスの一
例である。

●詳細に興味のある読者は、NPO法人福島ダイアログのWebサイトで全てのダイアログミーティングを
視聴できる（ただし、最初の3回の会議を除く）。

●末続の経験については、2018年のビデオプロジェクトと2022年11月に出版されたアトラスを参照で
きる。これらはその進行を辿ったものである。
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ICRPの福島へのかかわり
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● 2011年3月21日、ICRP主委員会の委員長は、日本の人々にシンパシーを表するレターをICRPの
Webサイトに掲載した

● 2週間後、ICRP出版物111がオープンアクセスのICRP Webサイトに掲載され
● 2011年4月中旬、ソウル・韓国で開催されたICRP主委員会の春の会議の機会に、福島に関する特
別セッションが開催された。

● 2011年9月、ICRPメンバーの代表団は、「国際専門家会議 in 福島：放射線と健康リスク」に参
加するため福島医科大学を訪れた

●この機会に、代表団は福島第一原子力発電所を訪れた。



ダイアログの誕生
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● 2011年9月14日、東京でのICRP主委員会メンバーとNPO放射線安全フォーラム（日本）の代表との
会議：

●伊達市におけるNPOによる初期の除染作業と、地元のステークホルダーの関与の紹介

●関係する全ての当事者：当局、専門家、地元コミュニティの専門職、影響を受けた居住者間の協
力確立の難しさについての議論

● 2011年9月29日から10月4日までのICRPのベラルーシへのミッション

●ミンスクの国家当局と専門家との会議、およびチェルノブイリ事故の影響を大きく受けたブラギ
ン地区の地元の専門家、専門職、居住者との会議

● ETHOSプロジェクトおよびCOREプログラムで汚染地域の生活環境を再建するためのステークホ
ルダーの関与の重要性について、日本のメンバーが認識

●このミッションに続いて、影響を受けた領域の生活条件の長期的なリハビリテーションの課題につい
て議論するために、全ての関心ある当事者に福島でのダイアログミーティングを提案することを決定



ICRPのベラルーシ訪問 Sept.- Oct. 2011 (1)
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ICRPのベラルーシ訪問 Sept.- Oct. 2011 (2)



ICRPのベラルーシ訪問 Sept.- Oct. 2011 (3)
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最初のダイアログミーティング
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● 2011年11月26日と27日に福島県庁会議室で開催されたトピックは「福島事故後の生活条件のリハ
ビリテーション：チェルノブイリからの教訓とICRPの推奨」

● ICRP、NPO放射線安全フォーラム（日本）、福島県、福島医科大学の協力により開催

●フランス放射線防護・原子力安全研究所（IRSN）、ノルウェー放射線保護局（NRPA）、フランス
原子力安全局（ASN）の参加と支援

●参加者による、影響を受けた地域住民の生活条件を改善するためのダイアログの継続を呼びかける
宣言の採択



最初のダイアログミーティング

9



最初のダイアログミーティングシリーズ
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ICRP福島ダイアログイニシアティブ (2012-2015)
• 福島県の様々な市町村で合計12回のダイアログミーティングが2日間にわたって開催された。これに
は最初の会議も含まれる

• ICRPがASN、IRSN、NRPA、NEA-OECDからの財政支援と、福島医科大学、NPO放射線安全
フォーラム、福島のエートスおよび伊達市からの運営支援を受けて開催

• 50から80名の招待参加者と地元および国際的なオブザーバーが参加
• 日本語/英語の同時通訳が提供された
• ベラルーシとノルウェーの専門家およびステークホルダーを招待することにより、チェルノブイリの
経験が伝えられた

• メディア（プレス、テレビ、インターネット）公開
• 全てのダイアログが福島のエートスによってビデオ録画された
• ICRP委員長クレア・カズンズが2015年10月伊達市での第12回ダイアログミーティングに参加
• 2015年12月伊達市で福島ダイアログに関する国際ワークショップが開催された



最初のダイアログミーティングシリーズ
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ダイアログミーティングの運営原則
●招待された参加者にはベラルーシとノルウェーのステークホルダーを含む
●地元および国際的なオブザーバー
● ICRPメンバーによる進行
●共通言語 の使用
●ダイアログ技術の使用

第1ステップ：参加者がそれぞれ5分間自分の意見を述べる。中断は許されない
第2ステップ：相手の意見を聞いた後、各参加者が自分の意見を3分間述べる
目的は、他者の意見を踏まえて、自分の考えを深めたり、変えたりする機会を全員に与えることである
第3ステップ：主な教訓が報告者によって要約され、その後一般討論が行われる

●全てのセッションはメディアに開放される



ダイアログミーティングの会場設定
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ICRPダイアログ イニシアティブ ミーティング
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2.伊達市 2012年2月 5.伊達市 2014年8月4.伊達市 2012年7月3.伊達市 2012年7月

9.伊達市 2014年8月8.南相馬市 2014年5月7.いわき市 2013年11月6福島市 2013年7月



ICRPダイアログ イニシアティブ ミーティング
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10.伊達市 2014年12月

国際ワークショップ
伊達市 2015年12月

12. .伊達市 2015年10月11.福島市 2015年5月



ICRPダイアログ全12回 (2011‒ 2015)
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末続地区への最初の訪問
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●第3回ICRPダイアログミーティングの機会に、安東量子はICRPメンバーを福島第一原発から南
に27kmの海岸沿いに位置する小さなコミュニティ末続への訪問に招待した。

● 2011年3月11日の地震に続く津波が末続を襲い、27軒の家屋を破壊し、7人が死亡した。ほと
んどの人々は3月13日に「自主的に」避難した

●政府は3月15日から原発から20kmから30km圏に住む人々に屋内に留まるよう命じた。末続に
対する避難指示は4月22日に解除された。

● 2011年秋、末続地区のボランティアのグループがコミュニティの全ての田んぼの土壌汚染と周
辺線量率の測定キャンペーンを組織し、放射線状況の地図を作成した

● Twitter上での要請に応じて、自分の村の放射線状況についての勉強グループを立ち上げた安東
量子が末続の人々に助言を申し出た

●こうした流れで、彼女はICRPメンバーに末続へ招待した
●この最初の訪問は、ダイアログミーティングと並行して、他の14回の訪問の開始となった



末続地区への最初の訪問 2012年7月
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住民とのダイアログ



その後の末続地区への訪問
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3. March 20132. Nov. 2012 5.May 2014
4. July 2013

7. December 2014 8. February 20156. Sept. 2014 9. April 2016

10. Sept. 2016 11. April 2017 12. Aug. 2017 13. April 2018

4. July 2013



末続のco-expertiseプロセスの主なステップ

● 地域住民による測定：
• 2011年11月からの住居周辺と田んぼの空間線量率と土壌測定
• 2012年4月からの個人外部被ばく
• 2013年5月からの個人内部被ばく（全身測定キャンペーン）
• 2013年7月からの庭の食品製品の汚染

● いわき市からの放射性飛灰を末続の仮置き場で受け入れ
● 2013年11月いわき市での第7回ICRPダイアログミーティングに末続市民が参加
● 2014年4月の末続祭りの完全な再開
● 2014年12月からの末続の経験を行政と学生への普及活動
● 2015年1月からの末続プロジェクトの開始
● 2018年4月からの末続ビデオプロジェクト
● 2017年4月からの末続アトラスプロジェクト
● 2019年8月のICRPによる謝辞



末続プロジェクト

●コミュニティにDシャトル線量計を配布
●半年ごとのホールボディ測定キャンペーン
●集会所での週1回の食品測定日
●4ヶ月ごとに地域情報紙「末続だより」を発行
●測定を担当する非常勤相談員による支援
●福島医科大学の専門家からの科学的および技術的支援
●2015年1月から2017年3月までいわき市、2017年4月から
2020年3月まで福島医科大学からの財政支援



ビデオプロジェクト

• タイトル: 信頼を取り戻すー末続地区の経験 原発事故の後で

https://youtu.be/47sMGk87MuA

https://youtu.be/47sMGk87MuA


アトラスプロジェクト

●2022 年11月 末続アトラスを発行

https://www.amazon.co.jp/dp/B0BGSV4ZQY

https://www.amazon.co.jp/dp/B0BGSV4ZQY


14回めの末続訪問 ‒ 2019年8月
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ICRPからの顕彰



末続の経験から得られたこと(1)
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l 原発事故後に状況を再び落ちかせるためのイニシアティブは、専門家と専門ボランティアの支援を受け
て直接影響を受けた人びと自身で行えることを示した

l チェルノブイリの過去の経験が重要な役割を果たし、モデルとして機能した
l 末続の住民による実用的な放射線防護文化獲得プロセスは、co-expertiseプロセスを経験したベラルー
シの村々と非常に似ていた。

l 技術の進化、特にソーシャルメディアの役割とDシャトル線量計のおかげで、末続のco-expertiseプロ
セスはベラルーシよりも迅速だった

l プロセスの展開だけでなく、その持続可能性を確保するためのメカニズムも迅速に用意された
l 地元リーダーおよびボランティア専門家の長期的な関与が、このプロセスの成功の鍵となった



末続の経験から得られたこと(2)
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l 福島の外からの日本人および外国人の個人および団体からの絶え間ない連帯も、住民の長期的な活動を
維持する上で重要な要素だった

l 参加者は、事故とその後の影響、特に信頼と自信の再建に関する豊かなナラティブの発展に貢献した
l 8年間の証言と振り返りを通じて、末続の住民は特にその人間的側面に関して、事故後の状況の複雑さを
よりよく理解するのに大きく貢献し、'co-expertiseプロセス‘の発展に大きく貢献した。

l この経験の成功を国内外の専門家が認識し、最近のICRPの勧告に明示的に取り入れられた。
l 住民にとっても成功体験となり、自信を取り戻した。
l 結論として、末続の体験は、影響を受けた人々が回復プロセスに関与し、自分たちの尊厳を回復するため
の効果を確認した
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末続地区の活動のコミュニティリーダーたち

宮崎真医師
福島県立医科大学

高木宏
末続区長

安東量子
福島のエートス

遠藤眞也
末続ふるさとを守る会

門馬麻衣子
放射線相談員



ダイアログミーティング 第2シリーズ
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-
福島ダイアログ：ICRPとの協力によるダイアログの継続

●ダイアログイニシアティブのコアグループの参加者からのさらなるダイアログミーティングの開
催要求

●日本財団による財政支援
●福島医科大学と「福島のエートス」による運営支援
● ICRPによるダイアログミーティングのファシリテーション
● 2016年3月から2018年2月まで合計8回のミーティング
●クレア・カズン ICRP委員長が2018年の双葉・大熊ダイアログミーティングに参加



ダイアログミーティング 第2シリーズ
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14.都路, Feb. 2016

20. 南相馬, Feb. 2018

16. 川内, Oct 2016 17. 双葉・大熊, March 201715. 飯舘, July 2016

19. 山木屋, Nov. 201718. 伊達市, July 2017 21.いわき, Dec. 2018



福島ダイアログⅠ 8回開催（2016年～2018年）
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環境省および福島県庁からICRPへの感謝状 - 2018年2月 -

30



福島ダイアログの未来に関する会議
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ダイアログミーティング 第3シリーズ
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l 2018年12月にいわきで開催された第20回ダイアログミーティングの機会に、第2シリーズのダ
イアログミーティングを組織した地元の参加者グループが将来について議論するために集まった

l この会議中に、彼らは非営利組織（NPO）を作成することを決定した：
ダイアログミーティングの継続
ダイアログミーティングの資料の管理と周知

l 国内外の組織とのパートナーシップの確立
l このNPOは2019年6月26日に正式に設立された。
l この日付は、NPO福島ダイアログに完全に運営が委ねられた第3シリーズのダイアログミーティ
ングの開始を示す



ダイアログミーティング 第3シリーズ
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いわき市, August 2019 福島市 Dec. 2019 オンライン （楢葉町）, Nov. 2021

楢葉町, Nov. 2022 双葉町, Oct. 2023



ダイアログミーティング 第3シリーズ
福島ダイアログ Ⅱ（2019年以降）
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2
5

2023/10/14-
15

第25回福島ダイアログ「原⼦⼒災害後に共に⽣き
る」 双葉町 NPO法⼈福島ダ

イアログ



NPOの最近の展開
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● 2023年に、NPOの理事会は、影響を受けた地元コミュニティの関与を促進し、その活動の日本国内
および海外での普及を増やすというふたつの目的を立てて、運営をさらに発展させる決定をした

●これらの目標を達成するために、以下の決議が採択された：
個人および法人の会員資格の変更
発足時メンバー以外への理事の拡大
日本人および外国人メンバーを含む助言委員会の設立
NPOウェブサイトの再設計（進行中）

●学術雑誌へダイアログミーティングに関する論文を定期的に投稿、公開すること



福島ダイアログの主な教訓
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25回の福島ダイアログからは次のようなことが理解された:

影響を受けた地域において、住民が直面する選択は極めて困難であり、多くの場合、深刻な個人的
および社会的影響を伴う

l 避難と除染の社会的および経済的影響
避難および除染活動は、地域社会に対して長期的な社会的および経済的影響を及ぼす可能性があ
る

l 影響を受けた住民、製品、および地域の差別
事故後の回復過程において、影響を受けた人々や製品、さらには地域全体が直面する差別は、社
会的連帯と回復の努力に重要な障壁となる可能性がある

l 放射線レベルと個人の被ばくの測定が回復プロセスにおいて人々を巻き込み、コミュニケーショ
ンすることの役割
放射線レベルの測定と個人被ばくの評価は、科学的な情報を提供し、影響を受けたコミュニティ
内での意思決定プロセスにおいて、住民の関与と信頼を高める上で中心的な役割を果たす。

l 回復プロセスの開発における倫理的価値の尊重の重要性
回復プロセスにおける意思決定は、透明性、正義、平等などの倫理的価値を尊重することが重要
である。これは、プロセスへの信頼を構築し、より公正で持続可能な解決策に貢献する



結論
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• 福島ダイアログと末続体験は、特に事故の人間的側面に関する豊富な証言を生み出し、こ
れは将来的に原子力事故が発生した場合の準備の改善と、影響を受けた人々をサポートす
るために、福島の人々からの貴重な財産となる

• ダイアログミーティングと末続のco-expertiseプロセスの教訓は、2020年に公開された
最新のICRP勧告に取り入れられた：大規模原子力事故における人と環境の放射線防護 ― 
ICRP Publication 109 と 111 の改訂 ― ICRP出版物146

Radiological protection of people and the environment in the event
of a large nuclear accident: update of ICRP Publications 109 and 111. 
ICRP Publication 146. Ann. ICRP 49(4)



これまでに開催されたダイアログミーティングの場所
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www.icrp.org
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